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１．ファサードデザインについて

前回（2017.07.25）の南側パース

ファサードの基本方針

前回（2017.07.25）の北東側パース

中遠景の見え方に配慮し適切な単位でファサード全体のデザインを構成
　　

※具体的な色彩を示すものではありません

【ファサードデザイン概念図】
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※具体的な色彩を示すものではありません

①【街区南側のファサードデザイン 概念図】
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低層部の連続性
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②【街区北東側のファサードデザイン 概念図】
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2．ファサードデザインの概念図

※具体的な色彩を示すものではありません
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②【街区北東側のファサードデザイン 概念図】
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（1）低層部のファサードデザインの考え方 ／ 低層部の連続性・歩行者空間のヒューマンスケール形成の為、場所性に応じた基壇部のデザインを行う。
（2）中・高層部のファサードデザインの考え方 ／ 周辺市街地への調和と高層部の圧迫感の軽減の為、適切な単位でのデザイン操作を行う。
（3）全体のファサードデザインの考え方 ／ 街らしさの演出・街区全体の調和を図りつつ、棟ごと、及び、街並みごとに多様なデザインで構成する。

全体方針

【配置図】

※具体的な色彩を示すものではありません

①【街区南側のファサードデザイン 概念図】
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　① 街区南側パース　前回案

3．ファサードデザインの考え方



　 街区南側パース　今回案



　 街区南側ファサードデザインの考え方



　② 街区北東側パース　前回案



　街区北東側パース　今回案



　 街区北東側ファサードデザインの考え方



　③ A 工区立面図１　　S=1/600



　　 A 工区立面図２　　S=1/600


